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＜連絡事項＞
・特記事項無し。
＜患者様連絡事項＞
・大脇　ユミ様～13:30サ高住　しもなが入居の為、退院となる。
・塚田　洋子様～全身状態の悪化あり、家族へ状態説明している。家族としては主治医から直接説明を聞きたいとの事で、主治医へ確認し1/19 15:00内科診察室で面談予定となる。下血に対して本日採血実施、腫瘍マーカーの項目も含んでいる。
・駒木　洋士様～メイン点滴3本とダントリウム点滴1/16まで処方。主治医診察にて炭酸リチウム中止指示あり、除剤している。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。入浴誘導時は落ちついている。不穏や興奮は見られず経過。入浴誘導時は落ちついている。不穏や興奮は見られず経過。自室での独語は聞かれない。多飲なし。
引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放中は他室侵入し他者の私物弄り引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～終日隔離中。15～16時開放観察実施。午前中は眠気あり訴えなく臥床し経過。補食を食べたりベッド周囲を整えたりしている。不穏さなし。
引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・荒谷　拓行様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。午前の開放中はホールにてテレビを見て過ごす。他者との関りは見られず。午後は自室で過ごす。対面時は穏やかである。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・藪　真弓様～作業療法は、特定の女性他患（SM様）と取り組んで問題なく参加できている。皮膚科受診を理由に1時間早く早退している。午後もSM様と交流して、電話要求や衝動行為なく落ち着いている。
・塚田　洋子様～バイタルサイン特変ない。四肢浮腫や冷感みられ、掛物保温や下肢ギャッチアップして対応している。持参薬本日まで処方あり、服薬困難な為除剤している。
・北村　イウ子様～バイタルサイン特変ない。食事は全介助にて2/3～全量をむせなく摂取出来ている。呼名反応無い状態は持続。
・駒木　洋士様～疲労感軽減傾向と話すが、ADLは部分介助を要する状態より改善ない。立位は短時間のみ可、トランス見守りや部分介助を要しておりオムツ交換介助している。食事はセッティングにて1/2～全量摂取出来ている。
＜田名部Ｄｒ.診察情報＞
・袴田　将志様～終日隔離に至った経緯について再度説明行っており、本人も納得している。本人より開放観察について希望あり。飲水に注意できるのであれば可能とのこと。明日より開放観察(10:00～11:00、14:00～15:00)開始指示あり。臨時薬はレキサルティ1mg、アリピプラゾール24mg開始、ラツーダ、ロドピン止めとなり、7日分処方となっている。
・小澤　和子様～臨時薬はオランザピン10mg→20mgへ、ハロペリドール2.25mg→3mgへ増量となり、7日分処方となっている。
・若沢　理子様～臨時薬は昨日よりアリピプラゾール追加しており、今後増量していき、コントミン・カルバマゼピンは減量していく予定とのこと。
・丹内　栄子様～採血結果にてアミラーゼ高値あり、何らかの感染症状と考えられるが経過観察となる。
・長瀬　伸也様～17日退院予定。ハロマンス実施後、退院となること説明を受けている。
＜皮膚科受診患者様情報＞
・沼畑　勲様～①左前腕、肘近くに出血性水泡あり。→ガーゼ保護、破れたらソフラチュール使用の指示あり。
　　　　　　　②既に敗れている所はソフラチュールガーゼ+ガーゼ保護
・栗澤　みつ子様～特変無し。持参薬軟膏継続。
・塚田　洋子様～漸次軽快、同処置。
・中村　留理子様～①右趾爪、混濁、変形→爪白癬。→テルビナフィン液1本処方。

　　　　　　　　　②両下腿ソックスのゴム部痕あり、痒みあり。→サイズ大きめのソックス(紳士用)などで対応してみる。（圧迫を少なくするため）
・村舘　ミネ様～左大腿2×2㎝の腫瘤。びらんあり。痛みあり。→日赤からのゲンタマイシン中止し、テラマイシン軟膏1本処方。処置変更。
　　　　　　　　悪性腫瘍も考えられる所見であるが、切除、植皮と治療が困難になると考えられ、軟膏塗布で経過観察しているとのこと。
・藪　真弓様～同処置継続。
・八木田　勝則様～善治軽快同処置。→デルモゾ―ルDP軟膏2本処方。
・小笠原　久年様～①左第1趾、発赤腫脹とびらん軽減している。→ゲンタシン軟膏。
　　　　　　　　　②爪、特変無し→テルビナフィン外用液塗布。
・澤口　利香様～①両前腕漸次軽快→ビーソフテンローション2本処方。
　　　　　　　　②頭部、丘疹、落屑→デルモゾ―ルDPローション1本処方。
　　　　　　　　③背部に紅色丘疹
・木村　美智子様～特変無し。同処置継続。
・水梨　孝純様～特変無し。右踵皮亀裂、皮弁切除、同処置継続。
